
令和５年度 酸性雨調査結果 

 

１ 調査方法 

環境省の「酸性雨等調査マニュアル実施細則（平成３年１月１日公布 環境庁大気

保全局大気規制課）」及び「湿性沈着モニタリング手引き書（第２版 平成 13 年）

により実施しました。 

 

(1) 調査期間及び調査地点 

(ｱ) 令和５年３月 27 日から令和６年３月 27 日までを１週間単位で計 52 週につい

て測定 

(ｲ) 金沢市保健所３階屋上（金沢市西念３丁目４－25） 

 

(2) 測定項目及び測定方法 

下表１に示します。 

表１ 測定項目及び測定方法の一覧 

測定項目 単位 測定方法 

ｐＨ － ガラス電極法 

電気伝導度（ＥＣ） μS/cm 白金電極法 

陰イオン ５種 

① 硫酸イオン(SO4
2-） 

② 硝酸イオン（NO3
-） 

③ 亜硝酸イオン（NO2
-） 

④ 塩化物イオン（Cl-） 

⑤ フッ化物イオン（F-） 

mg/L イオンクロマトグラフ法 

陽イオン ５種 

① アンモニウムイオン（NH4
+） 

② カルシウムイオン（Ca2+） 

③ マグネシウムイオン（Mg2+） 

④ カリウムイオン（K+） 

⑤ ナトリウムイオン（Na+） 

mg/L イオンクロマトグラフ法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 調査結果 

図１、２に示すとおり、降雨のあった 45 週の内、38 週でｐＨを測定できた。さ

らに、31 週でｐＨが 5.6 以下となり、降雨の多くが酸性雨に該当する結果となっ

た。また、図３に示すとおり、ｐＨの年平均は、5.07 となり、昨年度の 5.19 から

下降した。

 

            図１．ｐＨ測定結果の頻度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．ｐＨ及び貯水量の測定結果の経月変化 
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図３．ｐＨ測定結果の経年変化 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

年平均 4.5 4.3 4.3 4.5 4.7 4.6 4.7 4.6 4.6 4.7 4.7 4.9 5.1 5.0 5.2 5.1

最高 6.1 6.6 5.5 6.5 6.0 7.0 5.7 6.6 6.2 5.3 5.4 6.0 6.0 6.0 6.6 6.2

最低 3.9 3.6 3.7 4.1 4.0 3.8 4.1 3.9 4.2 4.2 4.2 4.4 4.4 4.4 4.5 4.6

全国年平均 4.7 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 4.9 4.9 4.9 4.9 5.0 5.1 5.1

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

ｐ
Ｈ

ｐＨ 5.6


